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グーグル社 エリック・シュミット会長スピーチ 
 

於：米ボストン大学 第 139 回卒業式 2012 年 5 月 20 日 

 

<要 約> 
 

ボストン大学卒業生のみなさん、本日はご卒業、誠におめでとうございます。 

このような晴れの舞台にお招きいただき、こうしてみなさんにスピーチをさせていただ

けることは、誠に光栄なことと存じます。 

 

初めに、みなさんご存じのボストン大学元教授、Professor Bellow(ベロー教授）が小

説「Henderson the Rain King」に記した「人生の崇拝者」という言葉をご紹介したいと

思います。この言葉は、「人生を愛し、精一杯生き抜く」と言い換えることができるい

かもしれません。 

 

教授は数えきれない素晴らしい言葉を残していますが、なかでもこの言葉はありふ

れた、平凡な人生を「優雅さ」「愛」と「尊厳」に満ち溢れたものに変えることのできる、

強いパワーをもったものだと私は強く感じます。 

あなた方は、ベロー教授が教壇に立ってこられた栄えあるこの大学で、まさに素晴ら

しいキャンパスライフを送ってこられたことと思います。 

科学者、技術者、作家、アーティスト、企業家、役人、オリンピックメダリスト、オスカ

ー受賞者、政治家など、文化、社会、様々な分野において偉業を残した先人たちも

皆、みなさんと同じく素晴らしいキャンパスライフを送ってきたでしょう。かの、マーテ

ィン・ルーサー・キング（キング牧師）も、本大学で博士号を取得したというのは誠に

栄誉なことです。 

 

そして、次に続くのは、他でもなく、みなさんです。大きなプレッシャーを感じますか？

どうしたら自分の人生を崇拝できるのか？そんなふうに思ったりしますか？ 

 

さて、あなた方が生まれ育ち、キャンパスで学び、社会に旅立っていく、今の世代や

時代、これは残念ながら自身で選ぶことはできません。親や兄弟、姉妹を選べない

のと同じことですね。しかしながら、ひとつ言えることはどの世代、どの時代の人々に

も常にチャレンジしなくてはいけない課題があるということ、また歴史を作っていくと

いう使命があります。その意味では、みなさんは先人たちよりも、そして、先人たちが

夢にも思わなかったほど、大きく、素晴らしいチャンスを持った世代なのです。 

すなわち、世界中の人々との目に見えない人間性の結びつき、理解を大いに強化し、

深めていくことができうる、大きなチャンスを秘めた世代、多くの可能性を秘めた新し

い世代なのです。 
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これまでの世代は、偉業を果たした先人たちが次世代の人々に道を教示し、次世代

がこの足跡をたどっていくものでした。しかし、これからは、あなた方が新しい世界を

切り拓き、逆に我々の世代を導いていくのです。 

みなさんの世代は、今までのどの世代も経験することのなかった真新しい「世界中が

つながった」世代なのです。 

 

「つながった」世代。さて、みなさん。朝起きたらまず、何を最初に行いますか？ 

携帯電話の電源を入れ、パソコンを立ち上げ、メールをチェックし、髪をときながらソ

ーシャルネットワークにコメントし「さて家を出る支度を」と、こう思ったりしませんか？

目が覚め、あなたがコンピューターを通じて世界とつながったところで準備完了、とい

った生活でしょうか？「オンライン」生活、つながった生活。こうして私がスピーチして

いる間にも、携帯メールを送っている諸君、ツイッターにコメントを載せている諸君、

ステイタスをアップしている諸君がいることでしょう。ほら、そこの、にやっと笑ってい

る学生、モニターに写っていますよ。 

 

こんなジョークがあります。機嫌悪い時、しかめっ面をする前に、「ちょっと待って。ス

テイタスアップして、むかついてるってことみんなに知らせるから。」 

 

これは、いかに今の世代にとってコンピューターの中に自分のアイデンティティを見

出すことが大切なことかを物語っています。しかしながら私はこれをすべてネガティ

ブにとらえているわけではありません。あなた方は、「つながる」ことを武器に、ほか

の世代が成し得なかった偉業をこれから社会の中で達成する可能性を秘めている

のです。決して好景気とは言えない経済状況の中で、今後の世界をよりよく、活性化

するためのアドバンテージを携えているのです。生まれつきのコンピューターマスタ

ーなのです。世界とのつながり、関係を深めていくべく、自身で学習し、自然に訓練し

てきたわけです。 

 

我々のような古い世代の中には、みなさんのこと、「コンピューター社会に生まれ育

ち、コンピュータースクリーンの前で 1 日のほとんどを過ごし、コンピューターを介して

つながっていないと不安になってしまう、さみしい世代だ」という人がいることでしょう。

しかしそれは間違いです。コンピューターに縛られ、それがなければ生きていけない、

面白味のない世代なんかではありません。様々な人と交流ができ、たくさんの問題

や疑問を瞬時に解決できうる、とてもすばらしいツールを携えた世代なのです。むし

ろ恵まれている、と思うべきです。そしてまた同時に、あなた方は責任を持ってこのツ

ールを社会に生かす任務を負っています。 

 

今日の世界では、54 もの戦争と紛争が起こっており、15 億人が 1 日１＄以下の生活

を強いられ、何億もの人々がお腹をすかせながら眠りについています。そんな中で

たった今、この瞬間もオンラインでつながっている我々のこの生活は大変恵まれて

いると思わなければなりません。 
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インターネットに関して言えば、世界ではたった 10 億人だけがスマートフォンを手に

でき、20 億人が WEB にアクセスできる環境を享受しているにすぎません。我々が当

たり前だと思っているネットカフェでインターネットについても享受できる人々の数は

限られています。 

 

そんな恵まれたツールを使ってあなた方の世代は、世界を革命的に変えることがで

きるのです。政治、社会、経済すべての分野において。そして、あらゆる問題も解決

できる力を持っています。 

特に携帯電話の普及は影響力が大きく、この素晴らしいパワフルツールをみなさん

はポケットに入れて持ち歩ける、そんな世代なのです。すべての知識を指先に携え

ている、そんな便利な世の中に生まれた、恵まれた世代なのです。 

 

しかしながらこの時代、昔の人々よりたくさんの知識を瞬時に得られるからと言って、

すべての問題が解決されるわけではありません。未来は規則に従って決められたよ

うに現れ、進んでいくものでは決してありません。コードや暗号に従っていくものでも、

アルゴリズム、X や Y の公式にはめられて出来上がるようなものでもありません。 

コンピューターテクノロジーはそれだけで決して成り立つものではありません。自身

では動くことも、動かすこともできないのです。 

先ほど、コンピューターを「ツール」と話しました。ここでみなさんに是非、忘れないで

いただきたいことがあります。それは、コンピューターはあくまでも「ツール」に過ぎな

い、ということです。このツールを動かし、最大限に生かすのはあなた方自身なので

す。そして重要なのは、そこに、「イノベーション（革新）」そして「企業家精神」が常に

必要だということです。 

 

革命は時に破壊的なものです。あなたが革命を起こそうとすると、人々は不安になっ

たりするものです。しかしこの「不安」や「破壊的」精神が我々の未来には必要なので

す。人々を不安にさせるくらい、大きな革命を起こしましょう。両親を不安にするので

はなく。 

 

そして企業家精神は未来の世界、社会をより繁栄させるために同じく欠かすことので

きないものです。世界を動かすエンジンです。 

現在 2/3 の新規事業はスモールビジネスからスタートしています。私はみなさんに、

このスモールビジネスに是非チャレンジしてほしいと思います。またはそのチャレン

ジ集団の一員となってください。そしてもちろん、その起業のサポートに関しては、グ

ーグルがお役に立てると信じています。 

 

誰かの後を追っていくようなありふれた生き方をせず、どんどんチャレンジしてくださ

い。新たなビジョン、新モデル、真新しい思考、これこそ、我々があなた方に大いにこ
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れから期待するものです。必ずしも偉い教授や有名な技術者の職に就く必要はあり

ません。新たな基準を、革新を創造していってください。 

そしてこの新たな革新が世界中とつながり共有され、新たな世界を創り出し、それが

また世界中に広まり、やがてスタンダードとなってゆく、これこそが真のアメリカンドリ

ームだと、私は確信しています。 

 

今、ポケットに忍ばせているコンピューターや携帯、そうです、これがこんなにも大き

な働きをするのです。あなた方の偉大なご両親、先祖が想像もしなかったことを。ス

ピード、膨大な記憶力、複雑な回路を備えたコンピューターにはものすごいパワーが

あります。 

 

しかし、残念ながらそんなコンピューターには決して手に入れることができないもの

があります。それは、「心」です。デジタルテクノロジーによってみなさんの人間性、心

がつながるこの時代。ところが皮肉にもこのテクノロジーは、あなた方、あなた方の

心がなければ成り立ちません。我々人間にはこの「心」が誰にでも備わっています。

さらに、その心を持ち合わせたみなさん無しには、世界の未来はありません。 

 

お間違えの無いように。私はコンピューターが世界をより良いものにしていくに違い

ない、と強く信じる者のひとりであります。そしてみなさんがコンピューターを支配し、

最大限に生かしていくものだと信じています。 

しかし、決してコンピューターに支配されてはいけません。 

 

そこで１つアドバイスを。１日１時間は電子機器のスイッチを切って、スクリーンから

目を離しましょう。その目を友達や家族に向け、実際に向き合って会話をしましょう。

あなたのことをいつも想ってくれる家族や友達、彼らの目をしっかり見て、会話をし、

そこから、あなた方自身の感覚で物事を捉えることが非常に重要です。 

「いいね」とボタンをクリックするのでなく、実際に「いいね」と口に出して相手に伝え

ましょう。 

あなたの身近なものに目をやり、においをかぎ、手に取って感じてください。クリック

ひとつでモノを動かすのでなく、実際に触れてください。 

 

モニターの光の中に人生はありません。人生というものは、無機質にステイタスのア

ップデートの繰り返しをすることでもなければ、モニター上で友達の数をカウントする

ことでもありません。あなたのことを「Count on（カウントオン）」、つまり、あなたのこと

を頼りにしている友達との心の交流が人生において重要なことなのです。 

 

人生とは、「誰を愛し」、「どのように人生を生きてゆくのか」、「誰とあなたの人生を共

に過ごしてゆくのか」、家族、友人、同志などとこういった概念を追求していくことなの

です。モニター上でなく、まず実社会でいろいろな人々と交わり、経験を積んでくださ
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い。現代社会は移り変わりの激しいものですが、人間性は決して失われるものでは

ありません。失われてはいけないものなのです。 

 

さあ、今日卒業を迎えるみなさんは、自身の力で未来に素晴らしい軌跡を残すこと

ができるほど、立派に成長されました。今あなた方のまわりにいる友人をいつまでも

大切にしましょう。いつも親身になってアドバイスをくれる、身近な存在でいてもらい

ましょう。苦楽を共にした同志、授業中うっかり寝てしまった自分にノートを貸してくれ

た仲間。そんな友人とともに未来に向かって一緒に歩んで行きましょう。一緒に未来

を創っていきましょう。 

 

これからみなさんが歩んで行く先の道は険しいと思うことがあるかもしれません。で

も、こう考えてみてください。今までの道を振り返ってみてください。同じく険しい道の

りを歩んできたではないですか。 

 

そこで、みなさんにアドバイスさせていただきたいのは、人生という道における様々

な困難やチャンスを常に前向きにとらえ、「Yes（イエス）」という姿勢をもつことです。

新しい道や世界に、新しい人々に会うことに、新たな言語に出会ったときに、新しい

キャリアにチャレンジするときに、そして人生のパートナーと家族を築くときに。 

 

これは困難な道だ、乗り越えられないかもしれない、そう思ったときにはいつもポジ

ティブな思考を忘れないように。「Yes（イエス）」、この言葉によってみなさんの精神を

いつまでも若く保つことができます。「Yes（イエス）」、この言葉自体はシンプルに聞こ

えるでしょうが、この前向きな姿勢が、人生においてたくさんのチャンスをものにし、

自信に変えてくれるのです。 

 

もうひとつ、アドバイスさせていただきたいのは「失敗を恐れないこと」、また同じく「成

功を恐れないこと」。 

私の好きなイタリア語のフレーズに「salto mortale」という言葉があります。宙返り（＝

決定的な飛躍）という意味です。いつでも勇敢でありましょう。人生という名のサーカ

スにおいて、ネットなしのぴんと張ったロープの上で、まさに大胆な宙返りをきめまし

ょう。 

社会においても、セーフネットなしに是非突き進んでいってください。あなた方ならち

ゃんと着地できるはずです。そう信じています。 

 

自分が、能力とかけ離れた、大それたことをしようとしていないか、そう不安に思った

時は、勇敢に自分自身でその不安を拭い去ることです。可能性がない、勝算がない、

そう感じた時には深く考えず、とにかくやってみることです。どうやったら私に、僕にこ

んな大きなことができるだろうか、そう疑問に思った時には、そんなチャレンジに正面

からぶつかってみてください。「自身で突破する道を切り開くのだ」と。 
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そして、何よりも、「自身の人生を信じて愛し、崇拝」してください。精一杯楽しんで下

さい。 

 

みなさんが今日こうして卒業を迎えられ、我々大人の世界へ仲間入りしたことを歓迎

いたします。大きな力と可能性、すなわち知性を秘めたエネルギーとIT力、人間性で、

あなた方が我々を新しい世界へ導いて下さい。未来へ向かって日々前進してくださ

い。 

 

あなた方の豊富な知識で新たなアイデアをたくさん生み出し、新しい時代を築いてく

ださい。みなさんの人間性で我々の将来に繁栄をもたらしてください。そしてみなさん

がここで学んだことを存分に生かし、これから偉業を重ねていくことで、その繁栄を絶

えることのない、強く、確かなものにしていってください。 

 

大きな可能性を秘めたあなた方は、これまでの世代が超えることのできなかった高

い位置まで羽ばたいていかれることでしょう。そう、私は確信しています。 

 

最後に、重ねて、皆さん一人ひとりにこの言葉を送りたいと思います。 

「ご卒業おめでとうございます」。 

 

Translators: Mario Nonkovikj and his friends 

Supported by Den Izumi, Asahi Univ. 

       2012 年 5 月 28 日 


